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年
の
新
橋
～
横
浜
間 

        

鉄
道
開
通
を
記
念
す 

        

る
「
鉄
道
の
日
」
。 

       

人
吉
球
磨
で
も
開
業

百
周
年
の
肥
薩
線
と
20
年

の
く
ま
川
鉄
道
を
中
心
に

「
百
年
レ
イ
ル
観
光
フ
ェ

ス
タ
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
◆
多
良
木
町
交
流

館
石
倉
で
も
九
州
遺
産
観

光
セ
ミ
ナ
ｌ
が
あ
り
、
鉄

道
車
両
の
デ
ザ
イ
ナ
ｌ
や

フ
ァ
ン
ら
が
写
真
な
ど
で

国
鉄
湯
前
線(

く
ま
川
鉄
道)

に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
話

を
披
露
◆
熊
本
～
人
吉
間

を
土
日
や
祝
日
に
運
行
さ

れ
る
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
の
機

関
車
ハ
チ
ロ
ク
は
晩
年
を

ほ
と
ん
ど
湯
前
線
で
過
ご

し
た
と
か
。
線
路
や
鉄
橋

が
老
朽
化
し
て
無
理
は
承

知
の
上
で
、
な
ん
と
か
多

良
木
ま
で
走
ら
せ
ら
れ
な

い
か
と
改
め
て
思
い
ま
す

◆
地
元
で
は
く
ま
川
鉄
道

の
経
営
の
厳
し
さ
が
話
題

に
な
り
ま
す
。
沿
線
の
5

つ
の
高
校
に
通
う
生
徒
に

と
っ
て
貴
重
な
足
。
日
に

1

1

0

0
人
が
利
用
し

ま
す
。
し
か
し
、
最
盛
期

は
１
７
０
０
人
だ
っ
た
そ

う
で
す
か
ら
、
厳
し
さ
は

想
像
以
上
◆
昼
間
は
老
人

が
応
援
し
よ
う
と
「
野
老

運
動
」
も
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
い
つ
い
便
利
な

車
に
頼
り
が
ち
な
毎
日
で

す
が
、
た
ま
に
は
列
車
の

窓
か
ら
球
磨
の
風
土
を
眺

め
ま
す
か
。
環
境
対
策
に

少
し
は
貢
献
し
て
い
る
と

自
負
心
を
抱
き
な
が
ら
。 
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 今年の郡体で４０歳以上男子の部で優勝した指導者代表の西辰郎さん

を中心に、優秀な６名の方が指導にあたられている卓球教室。主にマシ

ンを使用した基本の習得と、ラリー（可能な限り、指導者と会員がペア

で）というプログラムで、個人に合った練習方法で、取り組まれていま

す。 特にラリーでは、誰とでもラリーが５０球以上、続けられるよう

になることを目標にされています。最近卓球を始められた多武ケイコさ

んは「狙い通りに打てると、とても楽しいです。ストレス解消にもな

り、２時間の練習じゃ物足りないですね。」とすっかり卓球の魅力に、

虜となられているご様子でし

た。「１ ０ 分 で も、２ ０ 分 で

も、時間に関わらず、楽しく無

理せず、打ってもらえれば」

と、西さんは話されていまし

た。 

活動 毎週水曜日 １９：３０

～２１：３０まで 多良木町町

民体育館、現在中学生を含む、

男女約４０名が参加 

卓
球
会
員
の
皆
さ
ん 

 多良木町多良木の佐々木邦人さん（２７歳）は、小学４年生から陸上を始め

られ大学そして現在クラブチームのＨＥＡＲＴＳ（ハーツ）に所属されていて、

今年の県民体育祭では２００メートル（２９歳以下）でみごと優勝、二連覇を達

成されました。 これまで１９年間の陸上競技生活のなかで一番の想い出はイ

ンターハイの予選となる南九州大会の４００メートルリレーで九州学院に0.01
秒差で勝って優勝したレースだそうです。邦人さんは「これまでの素晴らしい

成績を残す事が出来たのも、親の支えや協力そして職場の理解があったこと

です。また期待に応えられるよう三連覇を目指してがんばります」と新たな目

標にむけて力強く語ってもらいました。 佐々木美佳さん（２３歳）は、小学４

年生から陸上を始められ高校までの１０年間主に１００メートルを専門に走って来

られましたが今年初めて挑戦した県民体育祭の２００メートルで見事、三位に

入賞されました。美佳さんは、「職場の理解と先輩方の指導によって陸上が

出来たので、お世話になった方や両親に感謝して、来年は本来の１００メート

ルで良い成績を残したい」と言っておられました。こんな先代から続く陸上一

家の兄妹を今後も注目していこうと思います。 佐々木邦人さん、美佳さんのご兄妹 

子
ど
も
み
こ
し 

 １０月１９日黒肥地小学

校でセントラル愛知交響楽

団の公演がありました。これ

は、児童に優れた舞台芸

術を鑑賞し、芸術文化団

体等による実演指導や共

演に参加し、本物の舞台を

身近に触れることで、芸術

を愛する心を育てて、豊か 

な情操を養うように文化庁が

企画したものです。ブレーメンの音楽隊に参加した６年藤本綾音さんは「最初

は、簡単だろうと思っていたけど、やってみるとセリフも心をこめて言わなくては

いけないし、皆に聞こえるような声で言わなくてはいけなかったので、とても苦労

しました。」また、６年大塚将稀くんは「練習のときより大きな声で言えてとても良

かったし、オーケストラの皆さんと合わせて劇をすることは、なかなか出来ない

体験が出来て良かったです。僕は、ハンガリー舞曲第５番の演奏がとても心

に残っています。」と感想を話してくれました。  

吉武 想太
よしたけ そうた

くん （１歳２ヵ月） 

あさぎり町岡原北 

父：吉武 哲雄さん 

母：   絵里さん 

コメント：病気やケガをせずに、 

     健康に育ってね。 
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さ
く
ら
組
：
十
九
名 

担
任
：
松
下
明
美
先
生 

 

お
し
ゃ
べ
り
と
運
動
が
大
好
き
な
、
元
気
い
っ
ぱ
い 

の
子
供
た
ち
で
す
。 

 １０月１８日あさぎり町岡原南の斉堂地区で、交通安全グラウンド

ゴルフ大会が開催されました。この大会で２４名の方が参加されまし

た。ポール１本、１本に交通安全標語を貼ってプレーを楽しみまし

た。会長の松岡重義さんは、「春と秋の年２回大会をしていますが、

いつも多くの方が参加されるので感謝しています。日頃も交通安全の

意識を持ってこれからも、頑張って続けていきたい。」と話されまし

た。１位：福屋京江さん、２位：福田節子さん、３位：中村幸子さん 

 １０月１１日（日）久米地区運動会

が久米小学校で行われました。 

 天候にも恵まれ大勢の皆さんが

参加され賑わいました。中でも、

昼食時間に、各地区より仮装した

出し物があり、皆さんが喜ばれ楽

しい一日でした。 

久米中央地区の皆さん 

 今年の８月に

は、熊日杯（県

大会）のＡパー

ト で 優 勝を飾 る

など、現在勢い

にのっているマ

マ さ ん バ レ ー

チーム「多良木

マ マ」（監 督 ：

赤 池 き ぬ 子 さ

ん、コーチ：恒松幸徳さん）。毎週、月・水・金曜日の２０時～２２時

まで、町民体育館にて練習に励んでいます。「１０月３１日、１１月１日に開

催されるローソン杯に優勝して、全国

家庭婦人バレーボール大会に出場す

ることが一番の目標です」と主将の米

谷さおりさん。また、現在は１０名で活

動していますが、新入部員も募集中と

の こ と。興 味 の あ る 方 は ス ポ ー ツ

ショップ前田（ＴＥＬ：４２－５０１２）ま

で。 

 集合写真は「先輩チーム、多良木ＡＮＪＵＲＡメンバーと一緒に」 

 健康民謡会（岩奥幸子代表）は日本舞踊を永年練習され色んな場所

で披露されてきましたが、慰問先等でもっと喜んだり、楽しんでもら

える踊りをと、民謡を中心に練習されるようになりました。 

 週１回、ひと月に４回練習されていますが、稽古の後にお茶を飲み

ながらの談話も楽しそうでした。先月は敬老会、今月はえびす祭り、

福祉施設慰問や年が明けてからのチャリティーショー等、毎月のよう

に何処かで活躍さ

れています。 

 会員の皆さんも

少しずつ高齢にな

られております

が、これからも健

康の為に、また喜

んで下さる方の為

に続けて行きたい

と、皆さんにこや

かに話して下さい

ました。 

 

（元気で仲良しのさくら組のみなさん） 

 １１月２日に、多良木町のちくごや

さん跡に(正南通り）「えびす交流館」

がオープンします。 

 県と多良木町、商工会の連携にて実

現。内容は以下の通り。 

○カムワークたんぽぽさん  

 さおり織りの展示・販売 

○介護・福祉用品の展示・販売 

○地元野菜の販売 

○定期的なリハビリ講習と、将棋・ 

 囲碁教室  その他予定ですが、幼

稚園・保育園・小学校の園児、児童が

描いた絵の展示などを計画されていま

す。また、オープンに先駆け、１０月

１５日にプレオープンしており、１日

までは、毎週月・水・金曜日の１０時～１６時まで開館しております。

えびす交流館実行委員会代表の東邦治さんは「地域の子供からお年寄り

まで、気軽にご来館頂ければ」と、皆さんのお越しをお待ちしておられ

ます。１１月２日（月）午前中にオープニングセレモニーを予定 終了

後解放 開館：毎週月・水・金曜日の１０時～１６時 入館料：無料 

（平成２１年度熊本県地域連携型商店街づくりの助成を受けた事業） 


